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石山恒貴（いしやまのぶたか）

NEC、GE、外資系ライ
フサイエンス会社を経て
現職、法政大学大学院政
策創造研究科教授、博士
（政策学）
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 シンプルな羅針盤

 7－8人の人が、PCやスマホ
を持ち、同じ船にのってい
るイラスト

 冒険、遊び心、船には一人
で、不安とワクワク、ワン
ピースとドラクエ

 最終的な表紙のイラストに

表紙の変遷
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書籍のきっかけ

 2020年度の経済産業省の越境効果の見える化

プログラム（クロスフィールズ、ローンディ
ール、ETIC.、エッセンス）

 40名以上にインタビュー

 2021年度の10数回の編集会議

プロジェクトにとどまらない、越境学習の全
体像、冒険というコンセプト

ありそうでなかった、全体像の入門書
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越境学習とはなにか

 冒険のメカニズム

 企業主導と個人主導

 上下関係のなさ×異質性（葛藤）×抽象度（もや
もや）

 経験学習＝専門の熟達、縦の糸

 越境学習＝熟達の意図的な停止、現状の前提と固
定観念の打破、横の糸

 何を学ぶかより、何になりたいか（多元的自己）
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